


流星

第 9号

冷・~?.-3一＊；：ぷご印・’
... ;・,9.: 

•響'.か． し・

ふ：鼻．

,‘
 昭和49~52年度

九州工業大学責善会自動車部



目 次

巻頭言．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.. 1 

主将挨拶．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 3 

幹部紹介．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.. 4 

新入部車．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 8 

試合成績（ 49、50、51) ............................................. 10 

第 25回 インカレ優勝 ・・................................................. 1 3 

春期遠征（ 49、50、51) ............................................. 18 

昭和 51年度春期遠征日誌 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 24 

5 0年度主将をふり返って ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・ 2 9 

ある日の部会報告 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 30 

「俺は自動車部の近藤だ．I」 ．......................................... 3 2 

雑感．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 34 

自動車部部則 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 3 5 

部員名箔．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 46

0 B 名 蹄 ・・ ・ ・・・・・・・・・・・・•.. . .....- . .................... •................ 4 8 

編集後記 ・・・•..... . ................ . .... .. ........ . ....... . ...... . ...... 5 6 



巻 頭 舌

部長 藤 原

人はかって車を創った。車は人々の生活を潤おし文明の利器と呼ばれるよう

匹な った。車の便利さ侭馴れ、車抜きの生活などもはや考えられなくなった今、

人は車を文明の凶器とも呼ぶ。

文明の利器が、凶器とな って人類を脅やかしているのは、車や原子力だけに

限らない。何事によらず、その本質がよくわきまえられず、目的や手段を誤る

と利器は凶器となる。すぐれたものは往々侭して両刃の剣にたとえられる。

人類にとって言語 ・科学 ・教育はこの上もな〈重要なものであり、まさしく

利器そのものであるが、本質を離れ、目的や手段を誤った時匠、それらが人間

にとってどんなに怖ろしい凶器となったことか。我々の歴史は、人間によって

創り出されたものが、人間匹とって利器となり凶器となる様子を如実vc物語っ

ている。今日公害の名を冠して呼ばれるものの中妬も、利器が凶器と変じて行

った諸々の過程を見ることが出来る。

ものにはすぺて本質と不可質の性質がある。その性質とは不可質の目的であ

る。目的侭そって性質を最大限に発揮させる手段が考えられる。これら三者が
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常匹均衡を保って望ましく作動している時、ものは人にとって利器となる。単 ，

匠便利だからとか効率が良いというだけでは、心のは道具に過ぎず利器ではな

い。心のの本来の性質を如何によく生かして使い得るかを、道具を通して人間

が問われ、その解答を人間に示し得た時、道具ははじめて利器として存在する。

いわば、心の匹利器としての生命を与え得るか、単に道具として止めておくか、

はたまた凶器へ堕さしめるかは人間が決定することである。両刃の剣は、両刃

であることが危険なのではなく、危険な使い方もできるという点で危険なので

ある。

現代は加えて情報化時代である。秀れた性能とか効率とかを呼び声妬すれば

何でもが普及する。情報入手の困難さに比ぺてこの便利さは何とありがたいこ

とか。しかし、この容易さ便利さに眩惑されてはならない。たしか忙情報化の

おかげで我々は容易厄知ることが出来るようになった。し力：し情報を得て知っ

たことと、その本質を知ることとは同じではない。それはその心の匠ついての

知識を得たことであって本質をつかんだことにはならない。普及という一般化

の中で、えてして心のの本質が欠落しやすいのは、情報を得た時にそのものの

本質までも知ったかのよう陀錯覚するとこるに一因があるのではなかるうか。

本質を知るとは、その心の匠ついての知織は勿論のこと、視野を広げる時、又

は視点を変えた時に匹も、その心のが他とどう関わっているかという厳しい内

省が常匹要求されるのは勿論だ。それなし侭心のの本質匠迫ることなど出来な

い相談だといわねばなるまい。

さて、ものを車とか仕事とかに自由に置き換えてこの文を読んでほしい。そ

うすれば焦点はもっとはっきりするだろう 。

車とは本来何なのか。君にとって車とは何かを在部中に徹底して考えるよう

にすすめる。その本質を知るために車とつき合う方法もいろいろある。本質さ

えしっかりとつかまえれば、答えは自づと出てくるであるう。その時、諸君は、

はじめて車を利器にすることが出来る。同時に、部の質を向上させ、部を推進

させ、存続させる原動力となっているものの正体をも知るだるう。

-2-



ぁ い さ つ

主将早 田

私が九州工業大学匠入学し、自動車部に入部して早くも 2年半がすぎて

しまいました。この間部誌は、発刊されず侭いましたが、ようやく発刊さ

れるしだいになりました。

春の南紀遠征では何人かの先輩たちとも会い、たのしくすごし、昔ばな

しなども聞かせていただきました。今度は、 この部誌化よって、私たちの

部生活、各大会などの戦績などを見てもらい、責善会自動車部の発展をよ

ろこんでもらい、又、昔を思い出してもらえればたいへんうれしく思いま

す。

最後に部長，監督、諸先益初め多くの方々の暖かい御指導に対し部員一同

心から感謝致し、今後共当自動車部の発展の為に御指導ならびに叱咤下さ

いますよう侭お願い申し上げます。
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OB連絡委員 帆足

紅一点、頑張っている。一年のとき匠ミニバイクで空

を飛んで、一躍その冒険心の強さで名を売った女傑。

現在ラリーにフィギュア匠遠征侭とことどとく匹おい

て活躍中で、そのガッツは見習うべきものがある。

体育幹事会山 内

永田先輩（院一年）の弟分で、よ く似ているといわれ

るが、色の好みは違うようで、最近白いカリーナ 1400

を購入、寮から通ってきては洗車している。

最近やたら匠ラリ ー匹燃えて来て、周囲の者をびっく

りさせている。
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新入部車

ーい すゞ 工Jレフ ー

4 9年 6月26日納車 ナンバ「北九州44な35 5」

いすゞエルフ 250、Wクイヤ、デ ィーゼル車、走行距離 15 0 Km。

この車は、九工大 教授勝原 • 河村 両氏の助力匹 より、いすゞ本

社に依頼し寄贈されたものである。

この車は本社匠おいて試験車だったとの事ですが、外装、内装、性能等新車と

同様の感じです。

強賠

受検手数料

点検整備

陸送費

雑費

税金

なお、今まで唯一の小型貨物として活躍してきたエルフは、 4 9年 7月上旬

購入vc基く諸経費

の車検切れをもって廃車しました。旧エルフ は フィギ ュア用として今後も練習

匠多い匠使いたいと思っています。

←ヽ～

曹， v` r斎
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ーいすゞジェ ‘‘、 ・ニー

車種 いすゞジェ ミニ、 4ドアで排気蓋 1600c.c。

車の後部匠九州工業大学責善会自動車部と名前を書き込み、

ら使用しております。

昭和 51年 8月か

今まで古い車を修理しながら乗っていた我々部員匠とっ

て、新車に乗れるというのは信じられないような話であり皆大変喜こんでおり

ます。そして 7月匹はこの車侭ラリーサスペンジョンを組み、鹿児島であった

全九ラリー匠出場いたしました。成績は l3位であまりよくありませんが、こ

れからどしどしこのジェミ ニを利用して部活動を広げようと思っております。

このジェミニ贈入につきまして諸先耀方に多くの寄付金をいただきましたの

でここにその名前を記載させていただきます。

芳賀
鶴長

伊東

黒瀬
木村

六代
川越
吉田

鳥飼

村上
古本

浜田
森田

河野
（敬称略）

以上の先輩方々の寄付の合計は 153,000円匠もなり、

ジェミ＝経上明細

ジェミニ購入費

諸経費

計

II 

ラリー仕様費

諸雑費

計

II 

72,000円

10,370円

8 2,3 7 0円

ジェミニ購入の上で

大変たすかりました。 どうもありがとう御座居ました。
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試 合成 績

昭和 49年度

1. 第 4回全九整備技術選手権大会

4月 21日 於 九州三菱自販福岡工場

選手名 浅野、坂井、板井

成績第 4位

2. 第 9回全九新人戦フィギュア

5月 26日

男子団体戦

順位 大学名 大型貨物

1 福岡大学 38 

2 鹿児島大学 194 

3 九州産業大学 2 5 7 

， 九州工業大学 363 

於福岡

小型貨物

1 5 1 

1 9 4 

1 6 7 

1 7 1 

選手名 安永、板井、嶋田、房前

普通乗用

1 4 4 

1 9 7 

93 

315 

個人成績 7位 6位 12位 クイ ムオーパー

3. 全九フィギ ュア選手権大会

6月 16日 於 福岡

小型乗用 房前 タイムオ ーバー

普通乗用 嶋田 ク イ ムオーベー

普通貨物 扁橋 ク イ ムオ ーバー

小型貨物 板井 4位

-10-

小型乗用

6 7 

1 4 9 

280 

総減点

4 0 0 

734 

797 



昭和 50年度

1. 第 5回全九整備技術選手権大会

選手名 石田、野瀬、房前

2. 第 10回全九新人戦フィギュア

男子団体戦

順位 大学名 大型貨物 小型貨物 普通乗用

1 濯岡大学 1 0 5 2 I 4 220 

2 大分大学 1 2 7 302 1 5 3 

3 九州産業大学 1 0 2 244 222 

九州工業大学 クイムオ→← クイムオーバー 四輪脱

選手名 固栖、 江頭、 八木、 三浦

個人成績クイムか→←クイムオ→<-四輪脱 13位

3. 全九フ ィギュア選手権大会

小型乗用 潮崎 クイムオ ーバー

普通乗用 諸橋 脱接ォ ーバー

普通貨物 有田 クイムオーバー

小型貨物 江頭 タイムオ ーベー

4. 全九インカレ
炉

九工大Aチーム 版井、白倉、高梧 優勝

Bチーム 房前、安永、本吉 13位

- 11-

小型乗用 総減点

1 3 9 6 7 8 

1 5 1 7 3 3 

2 1 3 781 

396 



昭和 51年度

1. 第 11回全九新人戦フィギ ュア

男子団体戦

順位 大学名 大型貨物

1 鹿児島大学 5 5 

2 大分大学 9 6 

3 九州産業大学 1 8 0 

九州工業大学 1 0 8 

小型貨物 普通乗用

466 300 

429 3 3 0 

2 9 1 4 3 7 

4 4 4 タイムオー←

選手名 坂田、 碩本、 四辻、 石野田

個人成績 4位 3位 タイムオ-~ 15位

女子団体戦 小些乗用 帆足 タイムオーパー

2. 全九フィギュア選手権大会

小型乗用 早田 減点オーパー

普通乗用 四辻 減点オーパー

普通貨物坂田 タイムオーバー

小型貨物 頃本 I 0位

3. 全九インカレ

小型乗用

4 0 

39 

220 

366 

九工大Aチーム 永田、国栖安永 リタイア

Bチ ーム 諸橋、八木、潮崎、三浦 リタイア

近年、初の入箕

総減点

8 6 1 

894 

1,128 

まんぞくそうな顔をみよ ！！
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第 2 5 回 インカ レ 優勝

白倉

昭和 50年 7月 16日～ 17日、佐賀大学自動車部当番のイ ンカ レナイトラ

リーが行なわれた。インカレラリーでナイトラリーが行なわれたのは、最近な

かっただけ匠どういうラリーであるかといろいろ思案したが、私達は自動車部

員 としての最後の学生ラリーを成績はどうであれ一生懸命頑張ろう と誓 った。

このラリーには 3年生チームと私達 4年生チームの 2台がエントリーした。

どちらも 3名乗車である。私達の車は前回部誌で紹介した山口大学主催のラリ

ーで優勝したプルバード SSSのラリー仕様車である。 ドラバーは坂井君、ナ

ビゲーク ーは高橋君、そして私はカリキュレークーである。開会式の前から雲

行きが悪くなり、雨が降り出した。この調子だとラリー中、雨と霧に悩まされ

そうである。 ドライバーズミーティングは前日行なわれていたので PM7:oo

からの開会式並び匠ミーティングは公式通知の追加だけであった。それによる

とバスコン (PO)116.110指示速度の変更である。私達は、一瞬目を疑った。

2 0 0 Kmのラリーだから POは多くとも 10 0個以内だと確信していたからだ。

私達は今日のラリ ーもPOの勝負だなと思った。

さて車検も終り、いよいよスタ ー ト時刻匹せまりつつある。 1号車のスクー

ト時刻は午後 9時 01分である。 3年生チームは、 2号車で 9時 02分スター

ト。私達は 6号車で 9時 06分ス ター トである。いよいよ 1号車がスクートし

た。次に私達は 3年生チームを見送り自分達のスター ト時刻を待った。坂井君

と私は一般ラリー等、今まで何度となくラリー匠出場した事はあったが、この

ラリ ー前の緊張感は言うまでもなくひとしおなものである。この短い時間匠私

達は問題をもらったら何をするか再確認し合った。前の車がスクー トした。問
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結局、 1位は九工大Aチーム 2位は九産大、九工大Bチーム (3年生チーム）

は 12位であった。最近、我がクラプでAチームがラリーで入賞したことはな

かったが、ここにジンクスを堂々と破ったのである。

このラリーを通して、ラリーという競技はチームワークが一番大切であり最

後まであきらめてはならないということを再び痛感した。

又、他大学はぽとんど 4名乗車であるが各人協力しさえすれば 3名乗車でも

充分であると思った。それから競技自体について感じた事は、いくら学生 ラリ

ーとは言えあ まり に計算主体のラリーでは車が走れないということである。

別に計算がめんどうだからという意味ではない。計算を行ないながら車が進

むー一これがラリーではないだるうか。

と匠かく去年のインカレラリ ーでは惜しくも 2位に甘んじたが、今会はチー

ムの和で優勝できた事をここに報告する次第である。
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昭和 49年度春期遠征

九州一周 S 4 9. 4. 1~S 4 9. 4. 9 

1.目 的

長距離運転匠伴う諸問題の研究と各種調査（エンジンオイルの分析、燃料

消費菫測定、道路状況の調査、使用車輛の諸性能の寸評）及び、遠征を通じ

部員の運転技術の向上さらに相互間の親睦を目的とするものである。

-18-



2. 参加車輛

コルトギャランAIIGS

コ）レトイレプンFS （部車）

日産プルバードSSS

日産サ＝ ーGL

トヨク カローラ

3. 参加者

隊 長 黒 瀬 4) 

副 隊 長 坂 井 3) 

会 計 本 吉 3) 

記 録 白
届^  3) 

車 輛 武 地 3) 

コース ・宿泊 高 橋 3) 

写 真 刃 根 院 1

畑中 4) 佐伯 4) 

西 4) 武村 4) 

中西 4) 安永 2) 

板井 2) 嶋田 2) 

房前 2) 石田 2) 

中野 2) 永田 2) 

野瀬 2) 
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昭和 50年度春期遠征

北陸遠征 S 5 0. 3. 2 0~S 5 0. 3. 3 0 

1. 目的

長期間の団体生活侭おける協調精神の養成及び運転技術の向上のため、ま

た、その他侭燃料消費量測定、道路状況、スクンド調査、使用車輛の諸性能

の寸評、無鉛ガソリンによる走行状態、有鉛 ・無鉛の混合比による諸機能の

変化を調査することを目的とする。

糸
魚
川

中国自動車道
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2. 参加車輛

・ギャラン

・コロナ （部車）

・コルトイレプン FS （部車）

・カロ ーラ

3. 参加者

隊 長 坂 井 4) 

副 隊 長 房 前 3) 

会 計 安 永 3) 

宿 泊 嶋 田 3) 

車 輛 野 瀬 3) 

写 真 江 頭 2) 

コ ス 永 田 3) 

高橋 4) 白倉 4) 

佐伯 OB) 武村 OB) 

板井 3) 的場 3) 

諸橋 2) 潮崎 2) 

有田 2) 八木 2) 
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昭和 51年度春期遠征

四国・山陰地方遠征 S 5 1. 3. 2 1~S51.3.30 

1. 目的

1) 長期間の団体生活匹於ける協調精神の養成

2) 運転技術の向上

3) 道路状況調査

4) 燃料消費量測定

5) ガソリンスクンド調査

6)参加車の諸性能の寸評

7) クイヤ摩耗度調査
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2. 参加車輛

・ランサ ー

・コロナ （部車）

・コロナ・ハードトップ （部車）

・ランサ ーGL

・レオ ー ネ

・プルバ ー ド

・ギャラン FTO

3. 参加者

隊 長 安 永 4) 

副 隊 長 八 木 3) 

会 計 諸 橋 3) 

記 録 潮 崎 3) 

車 輛 江 頭 3) 

写 真 西 原 2) 

刀根 (OB) 畑中 (OB) 

佐伯 (OB) 武地 (OB) 

坂井 4) 永田 4) 

ー浦 3) 川名 3) 

綱田 2) 石野田 2) 

倉地 2) 近藤 2) 

木場 2) 坂田 2) 

四辻 2) 西村 2) 

早田 2) 槙本 2) 

舛重 2) 山内 2) 

山下 2) 
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5 0年度主将をふり返つて

房 前

役員としての 一年間を終えて、 今、 考えてみますに、 自分があまり匠も

無力であったことが痛感されてなりません。 先殻方々の助力、 副将及び他

の役員の協力でどうにか部活動をこなしてきた侭すぎません。

主将になりました当初は、 いるんな希望があり、 前年度の部活動よりも

さらによいものにしていこうと意気込んではいたのですが、 いざ部活動を

進めていくと、 主将としての責任が重く肩にのしかかってきて、 この一年、

この重み匠押しつぶされないよう代やってくることで精一杯でありました。

このように部活動に対して、 どれtiど貢献したかは、 疑問ではあります

が、 自分佼対しても、 これは、 -つの試練であり、 大変プラスになったと

思っております。 また、 先盤及び後盤の自動車部侭対する考え方が、 より

深く理解できるようになったと思っております。

これからは、 先輩として、 自動車部の発展を期待しています。
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雑感

化 3 帆足

網田君 ／ 一体何ですか、あれは。

言うにこと欠いて「女傑」だなんて。

あの幹部紹介文のおかげで、私が永久匠「00 子（旧姓帆足）」という事侭

ならなか ったら、責任取ってくれるのでしようねェ。

それはさておき 、いるんな事がありました。この二年半。

3 5年卒の高間 先楚以来、実VC1 5年ぶりに女子が入部したわけですから、

先輩の方々も 扱い匠戸惑われた様子でしたし、私は私で右を向いても左を向い

ても分からない事だらけでした。 （もっとも、たま花は空など飛んでウサばら

しをやっておりましたけれど．．．．．．…。 ） ． 

皆 より半年遅れて免許を取り、フィギュアの新人戦には出たもののクイム オ

ーバーで失格し、幹部の端くれに加わっても遠征で痛めた腰のため匠、唯一の

特技である 「クイヤ交換」も思うにまかせない有様。それ匠もめげず、 しぷと

くクラプに残っている私を皆さんよほどおかしな奴だとお思いでしようね。

でも、私とて女の子。

今まで何度、一人で泣いたことか。

大きな声では言えませんが、私は私なり匹精一杯の半分位はやってきたつもり

なのです。そしてもうすぐ幹部も交代。

月日のたつのは早いもの。

な侭せ、あの私が近ごろは口紅をつけてみたりするのですから •••••• 。
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九州工業大学 責 善会

自動車部部則

第 1 室総 則

第 1条 当部は、九州工業大学責善会自動車部と称する。・

第 2 条 当部は自動車部に関する整備、運転技術の修得および研究をすると

共化学生生活匹於ける相互間の親睦をはかり且つ自動車文化の向上匹

貢献する一方、部の健全な発展匹努力することを目的とする。

第 2 章 組織および構成

第 3 条 当部は九州工業大学責善会体育会に属し、全日本学生自動車連盟に

属する。

第 3 章 役 員

第 4 条 当部は部の運営匠当って次の役員を置く。

部 長 1名 会 計 1名

顧 問 1名以上 圭戸 記 1名

監 督 1名 全自連委員 2名以上

主 将 1名 整備委員 1名以上

副 主 将 2名 練習委員 1名以上

第 5 条 部長、顧問の推薦は役員が行ない主将が依頼して承諾をする。

第 6 条 監督は原則として、前年度主将があたる。

第 7 条 主将は推薦により選出し部員総会に於て承諾を得、部長が任命する。

第 8 条 副主将、会計、書記、全自連委員、整備委員、練習委員は立候補又

は推薦により選出し、部員総会匹於て承認を得、主将が任命する。

第 9 条 以上の役員の任期は、 1月 1日より 12月31日迄とする。
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長は幹事を兼任してもよい。

第 6 章細 則

第 16条 本会会則の改正は会員総会出席者の 3分の 2以上の賛成を必要とす

る。

第 17条 会員は職業、 住所、姓名に変更があったときは直ち匹本部匠連絡せ

ねばならない。

第 18条 本会会則は昭和 41年 1月 26日より有効とする。
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昭和 52年度役員部員名薄

九州工業大学責善会自動車部

。り03

-46-



0 B 名 薄
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編 集 後 記

遅れ遅れの流星 9号、やっとここ匹完成致しました。流星 8号がで

て実に 3年目のことで構成に苦労しました。

部誌は先糀と自動車部員とをつなぐ棉です。だから私は毎年、発行

すぺきだと思います。

最後侭発行がおくれましたことを深くおわびします。

昭和 52年 10月

流星 9号

昭和 52年 1 1月 1日発行

発行者 流星編集委員会

印刷所 ⑰ 青柳工業
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